
好きな分野を究
き わ

めて活かす“道”の選択。
博士後期課程に進む大学院生のための就職支援

副センター長
工学部・人間情報システム工学科教授

川﨑 晴久
2006年、５本指の人間型ロボットハンド

「岐阜ハンド」の開発で文部科学省大臣
表彰「科学技術賞」をはじめ、数々の賞
を受賞。昨年は多指触覚インターフェイス

「HIROⅢ」の開発で第８回産学官連携功
労者表彰「総務大臣賞」を受賞。

センター長
理事（教学・附属学校担当）・副学長

岡野 幸雄
専門分野は生化学・分子生物学。がん研
究をテーマに、がん遺伝子オーロラをヒトか
らクローニングし、DNA修復タンパク質分
解を介した細胞増殖の分子機構を解析。
昨年3月まで医学系研究科・分子病体学
分野教授

持
っ
た
研
究
者
の
活
用
は
必
須
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
文
部
科
学

省
も
、
今
の
実
情
に
危
機
感
を
募
ら
せ
、

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
大
学

院
教
育
の
改
革
を
本
格
的
に
進
め
て
い

る
わ
け
で
す
。

研
究
者
に
必
要
な
の
は

プ
ラ
イ
ド
よ
り
も
職
業
意
識
。

　

博
士
後
期
課
程
に
進
む
人
の
多
く

は
、
大
学
の
教
員
や
研
究
員
の
方
向
を

望
み
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
道
の
み
に

こ
だ
わ
れ
ば
八
方
塞
が
り
と
な
り
、
や

が
て
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
な
意
識
が
支
配
し

ま
す
。「
自
分
の
居
場
所
は
こ
こ
じ
ゃ
な

い
」。
そ
ん
な
プ
ラ
イ
ド
ば
か
り
高
く
言

い
訳
の
多
い
ド
ク
タ
ー
に
仕
事
が
回
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
能
力
を

生
か
す
に
も
、
や
は
り
職
業
意
識
は
大

事
。
そ
れ
を
持
て
ば
チ
ャ
ン
ス
は
広
が

る
は
ず
で
す

　

そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
は
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
学

モ
ノ
づ
く
り
日
本
を
支
え
る
開
発
力
は

ド
ク
タ
ー
の
育
成
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

少
子
化
が
進
む
な
か
大
学
や
教
育
研

究
機
関
の
ポ
ス
ト
が
減
少
し
、
企
業
か

ら
は
「
扱
い
に
く
い
」
と
敬
遠
さ
れ
が

ち
な
博
士
号
（
ド
ク
タ
ー
）
取
得
者
の

現
状
。
努
力
し
て
ド
ク
タ
ー
に
な
っ
て

も
そ
の
先
の
進
路
が
無
い
、
ま
た
は
評

価
が
低
い
と
の
理
由
か
ら
、
博
士
後
期

課
程
を
志
願
す
る
修
士
学
生
が
年
々
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
問
題
、
全

国
で
毎
年
１
万
5
0
0
0
人
ほ
ど
誕
生

す
る
ド
ク
タ
ー
の
う
ち
、
三
分
の
１
は

仕
事
が
無
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
。
こ

れ
を
放
置
す
れ
ば
、
日
本
に
若
手
研
究

者
が
生
ま
れ
な
い
、
あ
る
い
は
優
秀
な

人
材
が
海
外
に
流
出
す
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
日
本
は
「
モ
ノ

づ
く
り
の
国
」
と
し
て
技
術
開
発
力
の

高
さ
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し

た
。
将
来
的
に
も
、
そ
の
基
盤
を
揺
ぎ

無
い
も
の
に
す
る
な
ら
新
し
い
発
想
を

外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設
け
、
企
業

で
働
く
た
め
の
ス
キ
ル
と
マ
イ
ン
ド
を

徹
底
レ
ク
チ
ャ
ー
。
異
分
野
の
研
究
者

た
ち
と
の
交
流
を
図
り
、
企
業
で
働
く

先
輩
ド
ク
タ
ー
や
有
識
者
を
招
い
た
講

義
や
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
講
座
を
開
講
し
、

そ
の
後
、
ド
ク
タ
ー
が
希
望
し
受
入
れ

可
能
な
国
内
・
海
外
の
企
業
等
へ
派
遣

し
ま
す
。
企
業
派
遣
は
、
学
生
の
視
野

を
広
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
に

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
ド
ク

タ
ー
が
良
い
人
材
で
あ
る
こ
と
を
気
付

か
せ
る
の
も
狙
い
。学
生
に
は
３
～
６
ヶ

月
ス
パ
ン
で
企
業
ニ
ー
ズ
に
合
う
研
究

に
従
事
し
て
も
ら
い
、
そ
の
間
の
賃
金
・

保
険
・
交
通
費
、
さ
ら
に
は
研
究
費
ま

で
大
学
が
負
担
し
ま
す
。

　

4
月
19
日
に
は
「
岐
阜
大
学
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
若
手
人
材
連
携
育
成

会
」
が
発
足
し
、
受
入
先
企
業
に
県
内

メ
ー
カ
ー
20
社
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
輪
を
近
隣
他
県
お
よ
び
全

国
へ
と
波
及
さ
せ
て
い
く
の
が
当
セ
ン

タ
ー
の
務
め
で
あ
り
、目
標
で
す
。

若
手
研
究
者
の
探
究
心
を
、

社
会
に
役
立
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

文
部
科
学
省
科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
若
手
研
究
人
材
養
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応
募
・
採
択
に
よ
り
、

昨
年
７
月
に
誕
生
し
た
「
岐
阜
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
若
手
人
材
養
成
セ
ン
タ
ー
」。

こ
こ
で
は
博
士
後
期
課
程
の
学
生
、
お
よ
び
博
士
号
取
得
後
５
年
程
度
の
研
究
者
で
、
か
つ
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人
に

向
け
た「
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
用
意
し
、
社
会
に
通
用
す
る
幅
広
い
知
識
と
ス
キ
ル
を
も
つ
人
材
の
輩
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

共同研究・派遣プログラム
　産学連携教育研究プログラム

　国際教育研究プログラム

イノベーションスキル・プログラム
　アイデア・トレーニング・キャンプ

　エンライトメント・レクチャー

　ビジネス英語

実践プログラム

学術的専門研究

目指す人材養成目指す人材養成

+

国際的で産業界の
ニーズを知る博士

多様な場で活躍できる
高度な専門的研究者
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好きな分野を究
き わ

めて活かす“道”の選択。
博士後期課程に進む大学院生のための就職支援

副学長（男女共同参画推進・環境対策担当）
地域科学部 教授

林 正子
研究分野は日本近代文学。『異郷におけ
る森鴎外、その自己像獲得への試み』『郷
愁と憧憬の人生と文学』『〈東海〉を読む 
— 近代空間と文学』など、共著を含め著
書多数。

大学院生必見！

研究者を支援している

先生に伺いました!!

ト
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
女
子
大
学
院

生
の
み
な
ら
ず
全
学
生
に
向
け
た
大
学

と
し
て
の
「
就
職
支
援
の
想
い
」。
つ
ま

り
…
自
分
の
好
き
な
こ
と
は
何
か
、
そ

れ
を
生
か
す
道
筋
と
は
何
か
、
そ
し
て

そ
こ
に
あ
る
課
題
を
引
き
受
け
る
大
切

さ
を
、
学
生
達
に
考
え
て
も
ら
う
機
会

の
提
示
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、「
リ理

系

女

子

ケ
ジ
ョ
」
を
貫
く

強
い
意
志
が
、生
き
方
を
左
右
す
る
。

　

働
き
や
す
い
職
場
と
は
何
で
し
ょ

う
？
ま
た
職
場
に
お
け
る
男
女
の
特
性

や
個
々
の
資
質
の
生
か
し
方
は
、
ど
う

あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
自
分
の
中
で
、

そ
う
し
た
理
想
や
価
値
観
の
養
成
が
な

さ
れ
な
い
ま
ま
、
単
純
に
知
名
度
や
安

定
性
か
ら
企
業
を
選
ん
で
し
ま
う
と
、

就
職
活
動
の
段
階
で
失
敗
に
終
わ
る
、

あ
る
い
は
運
よ
く
就
職
で
き
て
も
「
合

わ
な
い
か
ら
」
と
早
々
に
退
職
す
る
と

い
う
事
態
も
起
こ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

「
就
職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
で
す
。
職
に
就

く
こ
と
は
人
生
の
全
て
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
新
た
な
生
き
方
を
左
右
す
る
上

で
、
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
こ
と
に

間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
大

学
は
、こ
の
「
男
女
共
同
参
画
推
進
」
の

活
動
を
通
じ
、一
人
で
も
多
く
の
学
生
に

「
職
」
に
対
す
る
意
識
改
革
と
、
自
己
実

現
の
た
め
の
“
気
づ
き
”
を
啓
発
し
、ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
の
描
き
方
を
発
信
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
例
え
ば
「
リ
ケ
ジ
ョ
」

の
女
子
高
生
が
、
身
近
な
女
性
研
究
者

の
出
前
講
義
や
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
共
鳴

し
て
「
好
き
な
道
」
に
進
む
決
意
を
す

る
よ
う
に
。
学
生
た
ち
に
「
コ
レ
が
や

り
た
い
」
と
い
う
意
志
を
最
初
に
持
つ

大
切
さ
を
、
今
後
も
具
体
的
に
示
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
人
生
観
や
価
値
観
を
養
成

す
る
機
会
を
提
供
す
る
の
も
、
大
学

の
使
命
。

　

岐
阜
大
学
で
は
、
目
下
、
文
部
科
学

省
科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
女
性
研
究

者
支
援
モ
デ
ル
育
成
」
事
業
（
採
択
課

題
名
「
多
様
性
活
力
発
揮
に
向
け
て
の

女
性
研
究
者
支
援
」）
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。「
意
識
改
革
」「
女
性
研
究
者
育

成
」「
女
性
研
究
者
支
援
」「
人
的
資
源

循
環
支
援
」
の
四
つ
の
柱
か
ら
成
る
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、「
女
性
研
究
者

育
成
」
の
項
で
は
、「
サ
イ
エ
ン
ス
夢
追

い
人
」
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
れ
は
、
女
子

大
学
院
生
が
小
中
高
校
に
出
向
き
、
自

分
の
研
究
内
容
を
生
徒
達
に
分
か
り
易

く
紹
介
し
て
い
く
「
出
前
講
義
」。
未

来
を
担
う
子
ど
も
達
に
理
系
へ
の
興
味
・

関
心
を
喚
起
さ
せ
る
と
同
時
に
、
研
究

者
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
事
業
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

「
女
性
研
究
者
の
育
成
」
か
ら
導
く

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
の
描
き
方
。

性
別
に
関
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
を
―
。

そ
ん
な
大
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
昨
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た
「
男
女
共
同
参
画
推
進
室
（
人
事
労
務
課
男
女
共
同
参
画
係
）」。

事
業
の
柱
は
、「
意
識
改
革
」「
女
性
研
究
者
育
成
」「
女
性
研
究
者
支
援
」「
人
的
資
源
循
環
支
援
」。

林
正
子
副
学
長
を
室
長
に
、
学
内
の
み
な
ら
ず
地
域
行
政
や
企
業
と
も
連
携
し
た
事
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、
学
生
の

就
職
に
対
す
る
意
識
改
革
、
自
己
実
現
の
た
め
の
機
会
創
出
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
ま
す
。

活躍する
女性研究者

出産・育児

研究者を目指す
女子大学生サイエンス夢追い人

研究者の卵

「カモミール・カフェ」
交流スペース

1意識改革

2女性研究者育成

3女性研究者支援

4人的資源循環支援

出前講義

ロールモデル
集

男子も
一見の価値

アリ！

就職戦線を読み解く　其の参

19名の女性研究者の方々から
それぞれメッセージをいただき、
まとめた一冊。ロールモデルた
ちの行動や考え方が非常に参
考になる。

岐阜大学
女性研究者ロールモデル集
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